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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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第６章 労働組合

若者たちは、労働組合にどの程度コミットし、これからの労働組合の活動について、どのように考えてい

るのか。 

本章では、若年層の労働組合への参加状況、労働組合活動への共感度とともに、労働組合への距離感、そ

して、若者たちが考えるこれからの労働組合活動についてみることにする。また、回答者の半数近くが執行

委員や職場委員などの経験者である。そこで、組合役員経験別に、労働組合への参加や労働組合に対する考

え方にどの程度の違いがあるのかについても確認する。 

１．この１年間に参加・協力した労働組合の活動

この１年間に参加・協力した労働組合の活動（複数選択）は、「組合発行のニュース、ビラなどを読んでい

る」が53.2％と最も多いが、「組合主催のレクリエーション・イベントに参加した」（48.3％）、「署名やカン

パなどに協力した」（47.4％）、「職場集会に参加した」（45.9％）にも半数近くが参加・協力している。それ

以外では「職場外の集会（メーデー、デモ）などに参加した」（26.0％）が２割台半ば、「組合主催のボランテ

ィア活動に参加した」（15.6％）が１割台半ばである。なお、「参加・協力しているものはない」（13.1％）も

１割強を占める（第６－１図）。 

第 6－1 図 この１年間に参加・協力した労働組合の活動（複数選択）

5
3
.
2

4
8
.
3

4
7
.
4

4
5
.
9

2
6
.
0

1
5
.
6

1
3
.
1

0
.
3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

組
合
発
行
の
ニ
ュ
ー

ス
、
ビ
ラ
を
読
む

組
合
主
催
の
レ
ク
・

イ
ベ
ン
ト

署
名
や
カ
ン
パ
な
ど

に
協
力

職
場
集
会

職
場
外
の
集
会
（
メ

ー
デ
ー
、
デ
モ
）

組
合
主
催
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

参
加
・
協
力
し
て
い

る
も
の
は
な
い

無
回
答

(%)

共同調査計

(N=7755)



         

             

 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 
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筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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「組合発行のニュース、ビラを読む」と「組合主催のレク・イベント」は男女ともに５割前後が参加・協

力しているが、「職場外の集会（メーデー、デモ）」や「職場集会」「組合主催のボランティア活動」は男性に

比べて女性で参加・協力が少ない（第６－１表）。 

年齢別にみると、男女ともに年齢層が高くなるにつれて参加比率が高くなる活動が多くなっている。 

組合役員の経験がない層では、「参加・協力しているものはない」が２割を占め、参加・協力した活動の比

率が全体的に低い。 

第 6－1 表 この１年間に参加・協力した労働組合の活動（複数選択）
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26.0 48.3 15.6 45.9 47.4 53.2 13.1 0.3 7755
② ③ ①

28.2 48.4 17.6 47.3 47.1 53.0 12.6 0.4 5561
② ③ ①

22.3 46.9 12.5 31.5 32.0 36.0 19.3 0.3 966
① ③ ②

23.9 48.4 17.0 44.7 45.2 51.2 11.9 0.4 2155
② ③ ①

34.3 49.1 20.2 55.9 54.8 61.2 10.6 0.5 2440
② ③ ①

20.3 48.2 10.3 42.2 48.2 53.9 14.0 0.1 2136
② ② ①

15.4 48.2 9.6 34.3 37.1 45.2 16.1 0.2 533
① ③ ②

20.7 51.1 10.8 45.8 51.7 54.6 12.0 0.1 975
③ ② ①

23.7 43.8 10.2 43.3 52.2 60.4 15.3 ･･･ 628
③ ② ①

13.8 35.8 6.6 32.4 35.6 41.7 20.9 0.4 4244
② ③ ①

5588..88 8800..33 4400..88 7700..99 6699..88 7755..55 1.3 0.3 1456
① ③ ②

31.3 59.1 19.5 6611..11 55.9 62.5 3.0 0.2 1326
③ ② ①

21.3 37.6 10.4 46.9 56.5 58.9 9.3 0.1 718
③ ② ①

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

3 ※丸数字は比率の順位（第3位まで表示）
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共同調査計

男性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

経験なし

現在、本部・支部
の執行委員

現在、職場委員、
支部委員など

過去に経験あり
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２．労働組合活動に対する共感

労働組合の活動に共感できるかたずねたところ、「とても共感できる」は15.9％と１割台にとどまるものの、

「まあまあ共感できる」（68.1％）が７割近くを占め、これらをあわせた＜共感できる＞（84.0％）は８割以

上に及んでいる。一方の＜共感できない＞（「あまり」＋「まったく」）は15.6％である（第６－２図）。 

性別年齢別にみると、24歳以下の男性で＜共感できる＞がやや多い程度で、大きな違いはみられない。 

組合役員経験別にみると、現在、本部・支部の執行委員で「とても共感できる」が25.3％と際立ち、＜共感

できる＞も９割近くと多いが、経験なし層でも同割合は８割強を占める。 

第 6－2 図 労働組合の活動に共感できるか
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共同調査計  

男性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

女性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

経験なし  

現在、本部・支部 

の執行委員  

現在、職場委員、 

支部委員など  

過去に経験あり  
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者

5252

３．労働組合に参加したくなると思う条件

労働組合の活動に参加したくなると思う条件を複数選択でたずねたところ、「人間関係が拡がる」（37.3％）、

「参加に応じた見返りがある」（36.6％）、「活動に意義がある」（36.4％）がそれぞれ４割近くを占め、上位

にあげられている。以下、「参加の自由度が高い」（33.9％）、「他の参加者と気が合う」（30.0％）、「信頼でき

る組合役員がいる」（25.7％）が３割前後で続いている。一方、「プライベートな話をできる」（14.4％）や「一

体感を感じられる」（11.4％）は１割強と多くない。なお、「とくにない」という回答も14.8％を占める（第

６－３図）。 

第 6－3 図 どのようなことがあれば労働組合の活動に参加したくなると思うか（複数選択）
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ

5353

性別による目立った違いはないが、女性は男性に比べて「プライベートな話をできる」がやや少ない。年

齢別では、男女ともに「活動に意義がある」は年齢が高くなるにつれて多くなり、30歳以上では４割強を占

める。また、女性の24歳以下では、「人間関係が拡がる」が４割強を占め、他の層に比べてやや多くなってい

る（第６－２表）。 

組合役員経験別にみると、経験なし層では、「とくにない」が２割と少なくない。役員経験者に比べて全体

的に比率は低いが「参加に応じた見返りがある」と「人間関係が拡がる」が３割ずつと上位にあげられてい

る。一方、現在役員層では、「人間関係が拡がる」と「活動に意義がある」が５割台、「信頼できる組合役員が

いる」が４割台半ばを占め、際立って比率が高い。他方、「参加に応じた見返りがある」については、経験な

し層に比べて現在役員層、現在、職場委員、支部委員などのほうが10ポイント以上比率が高い。 

第 6－2 表 どのようなことがあれば労働組合の活動に参加したくなると思うか（複数選択）

他
の
参
加
者
と
気
が

合
う

参
加
の
自
由
度
が
高

い 人
間
関
係
が
拡
が
る

一
体
感
を
感
じ
ら
れ

る 本
音
の
意
見
が
い
え

る 信
頼
で
き
る
組
合
役

員
が
い
る

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
話

を
で
き
る

活
動
に
意
義
が
あ
る

参
加
に
応
じ
た
見
返

り
が
あ
る

そ
の
他

と
く
に
な
い

無
回
答

件
数

30.0 33.9 37.3 11.4 18.0 25.7 14.4 36.4 36.6 1.4 14.8 0.2 7755
⑤ ④ ① ③ ②

30.6 33.8 36.6 12.5 18.7 25.8 15.7 36.6 36.6 1.5 14.5 0.2 5561
⑤ ④ ① ② ③

31.2 34.6 37.7 9.7 15.7 22.6 17.8 23.2 31.1 1.0 16.4 0.4 966
③ ② ① ⑤ ④

29.9 33.5 34.9 11.0 16.5 23.9 15.0 34.2 38.8 1.4 14.8 0.1 2155
⑤ ④ ② ③ ①

31.1 33.8 37.7 15.0 21.9 28.8 15.5 43.9 36.8 1.6 13.6 0.2 2440
⑤ ④ ② ① ③

28.2 34.1 39.4 8.4 15.9 25.4 10.9 35.9 36.8 1.3 15.2 0.2 2136
⑤ ④ ① ③ ②

30.4 34.9 43.2 8.1 14.3 24.4 13.7 26.6 34.9 0.9 14.4 0.2 533
④ ② ① ⑤ ②

27.4 34.2 39.8 7.9 15.4 26.2 9.4 37.2 37.0 0.9 15.0 0.3 975
⑤ ④ ① ② ③

27.5 33.3 35.7 9.4 18.2 25.2 10.7 41.7 38.1 2.2 16.1 ･･･ 628
⑤ ④ ③ ① ②

24.4 29.0 30.1 7.0 12.7 18.1 10.3 28.0 31.7 1.5 20.0 0.3 4244
⑤ ③ ② ④ ①

44.6 44.0 5566..55 22.8 31.9 4444..00 24.3 5511..66 45.1 0.9 4.5 0.1 1456
④ ⑤ ① ⑤ ② ③

34.1 39.0 42.9 14.5 20.4 30.0 17.3 44.8 43.4 1.4 8.7 ･･･ 1326
⑤ ④ ③ ① ②

25.6 32.7 31.1 8.9 16.6 25.5 13.0 39.8 35.7 2.5 16.0 ･･･ 718
⑤ ③ ④ ① ②

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

5 ※丸数字は比率の順位（第5位まで表示）

年
齢
別

年
齢
別

役
員
経
験

共同調査計

男性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

経験なし

現在、本部・支部
の執行委員

現在、職場委員、
支部委員など

過去に経験あり



         

             

 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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組合役員経験なし層に限定して、組合活動への参加・協力状況別にみたところ、署名やカンパ、ニュース、

ビラのみの層に比べて、集会等に参加している層のほうが、「人間関係が拡がる」や「他の参加者と気が合う」

など人と人とのコミュニケーションにかかわる点をあげる割合が多い。また、集会等に参加している層のほ

うが、「参加の自由度が高い」の比率が高く、組合活動への参加が能動的な層と受動的な層では参加意向の背

景が異なることがわかる。なお、組合活動に参加・協力していない層では「とくにない」が４割強を占め、

組合との距離の遠さがうかがわれる（第６－３表）。 

また、経験なし層について労働組合の活動への共感の度合い別にみると、共感が高い層ほど、比率の高い

項目が多い一方、共感が低い層では、「とくにない」が多くなる傾向がみられる。とても共感できる層では、

「人間関係が拡がる」「参加の自由度が高い」「他の参加者と気が合う」などが上位にあげられており、他の

層に比べて比率が高い。他方、「活動に意義がある」はまったく共感しない層を除いてあまり差がみられない

ほか、「参加に応じた見返りがある」については、とても共感できる層では相対的に少ない（第６－４表）。 

第 6－3 表 どのようなことがあれば労働組合の活動に参加したくなると思うか（複数選択）
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と
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な
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無
回
答

件
数

24.4 29.0 30.1 7.0 12.7 18.1 10.3 28.0 31.7 1.5 20.0 0.3 4244
⑤ ③ ② ④ ①

30.5 36.5 37.3 9.8 15.2 23.0 13.3 31.6 34.3 1.3 11.0 0.1 2522
⑤ ② ① ④ ③

17.4 21.6 21.3 3.3 10.2 13.1 5.9 28.2 32.7 1.4 22.7 1.2 837
④ ⑤ ② ① ③

13.9 14.5 17.9 2.3 8.1 9.0 6.0 17.6 23.2 1.9 4422..88 0.2 885
⑤ ③ ④ ② ①

5.0 「経験なし計」より5ポイント以上少ない

5.0 「経験なし計」より5ポイント以上多い

1155..00 「経験なし計」より15ポイント以上多い

5 ※丸数字は比率の順位（第5位まで表示）

経験なし計

集会、レク、ボランティア等に参加

署名やカンパ、ニュース、ビラのみ

参加・協力しているものはない計

第 6－4 表 どのようなことがあれば労働組合の活動に参加したくなると思うか（複数選択）
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24.4 29.0 30.1 7.0 12.7 18.1 10.3 28.0 31.7 1.5 20.0 0.3 4244
⑤ ③ ② ④ ①

37.4 37.6 42.3 12.7 16.2 27.2 17.4 28.1 25.8 0.9 10.7 ･･･ 551
③ ② ① ⑤ ④

24.9 30.6 31.8 6.7 13.3 18.4 10.3 29.2 32.4 1.2 18.4 0.1 2950
⑤ ③ ② ④ ①

14.4 17.6 15.6 3.4 8.4 10.4 5.0 25.0 34.7 2.2 31.3 0.2 585
④ ⑤ ③ ① ②

4.4 9.5 8.0 4.4 7.3 10.2 4.4 16.8 27.7 5.8 4433..88 0.7 137
⑤ ④ ③ ② ①

5.0 「経験なし計」より5ポイント以上少ない

5.0 「経験なし計」より5ポイント以上多い

1155..00 「経験なし計」より15ポイント以上多い

5 ※丸数字は比率の順位（第5位まで表示）

共
感
度
合
い
別

経験なし計

とても共感できる

まあまあ共感できる

あまり共感できない

まったく共感できない
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ

5555

４．労働組合が対応すべき相談

仕事や生活に関する困りごとのなかで労働組合が対応すべき相談（複数選択）をみると、「職場のハラスメ

ントや人間関係」（59.0％）が６割を占め、最も多い。以下、「昇進や人事評価」（50.1％）が５割、「育児・介

護・治療などと仕事の両立」（45.9％）、「職場・会社のコンプライアンス」（43.0％）が４割台で続いている。

一方、「借金や家計での悩み」（12.5％）は１割強と少ない。なお、「いずれも相談することではない」は6.7％

にとどまっている（第６－４図）。 

第 6－4 図 仕事や生活に関する困りごとのなかで労働組合が対応すべき相談（複数選択）
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者

5656

性別でみると、女性で「育児・介護・治療などと仕事の両立」が55.8％と過半数を占め、男性を大きく上回

る。また、この割合は年齢が高くなるにつれて多くなり、女性30歳以上では６割強を占める。同割合は、男

性についても30歳以上で５割近くを占め、29歳以下に比べて多い。そのほか、「職場のハラスメントや人間関

係」「職場・会社のコンプライアンス」についても、男女ともに年齢の上昇に伴い多くなる傾向がみられる（第

６－５表）。 

組合役員経験別にみると、いずれも「職場のハラスメントや人間関係」が最も多く、現在役員層では７割

強に及んでいる。 

第 6－5 表 仕事や生活に関する困りごとのなかで労働組合が対応すべき相談（複数選択）
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数

50.1 59.0 43.0 38.1 45.9 12.5 1.3 6.7 0.3 7755
② ① ④ ③

51.0 57.9 43.0 38.6 42.1 13.8 1.3 6.9 0.4 5561
② ① ③ ④

47.9 52.5 32.8 31.3 29.1 12.2 1.1 11.4 0.5 966
② ① ③ ④

53.4 54.4 40.7 39.9 41.2 13.2 1.2 6.7 0.4 2155
② ① ④ ③

50.1 63.2 49.1 40.3 48.1 15.1 1.6 5.2 0.3 2440
② ① ③ ④

47.8 61.8 43.0 36.8 55.8 9.2 1.0 6.1 0.2 2136
③ ① ④ ②

45.4 57.8 35.5 31.5 46.0 8.6 0.2 8.4 0.2 533
③ ① ④ ②

47.8 61.8 42.6 37.3 56.0 9.2 1.3 5.2 0.3 975
③ ① ④ ②

49.8 65.0 50.0 40.4 6633..99 9.6 1.3 5.6 ･･･ 628
④ ① ③ ②

47.5 53.3 36.9 33.2 39.7 9.4 1.1 9.2 0.4 4244
② ① ④ ③

54.0 7744..11 57.2 46.8 56.5 20.6 1.3 2.1 0.3 1456
④ ① ② ③

50.4 58.7 45.2 42.5 52.8 14.6 1.4 4.8 0.2 1326
③ ① ④ ②

56.5 63.2 46.8 41.5 48.7 10.7 1.8 5.2 ･･･ 718
② ① ④ ③

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

4 ※丸数字は比率の順位（第4位まで表示）

年
齢
別

年
齢
別

役
員
経
験

共同調査計

男性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

経験なし

現在、本部・支部
の執行委員

現在、職場委員、
支部委員など

過去に経験あり
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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５．労働組合が強化するべき取り組み

労働組合が共感を得られる組織となるために強めるべき取り組み（複数選択）についてみると、「取り組ん

でも共感は得られない」（2.5％）はごくわずかにとどまり、「賃金をはじめとした労働条件の向上を実現させ

ること」（60.2％）が６割を占め、最も多い。以下、「職場、社会によりわかりやすく活動を伝えていくこと」

（52.7％）が５割強、「職場の不公平の解決に向けて取り組むこと」（45.3％）と「労働組合が時代にあわせ

て変化すること」（44.7％）が４割台、「活動の透明性を高めていくこと」（34.8％）、「組合員とのコミュニケ

ーションを充実させること」（29.8％）が３割前後を占める。一方で、「格差是正や平和など社会運動に取り

組むこと」（16.9％）や「共済活動などの組合員の助け合いを充実させること」（16.4％）は１割台と相対的

に少ない（第６－５図）。 

第 6－5 図 労働組合が共感を得られる組織となるために強めるべき取り組み（複数選択）
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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性別では目立った違いはみられない（第６－６表）。 

年齢別にみると、男女ともにいずれの年齢層でも「賃金など労働条件向上を実現させる」が上位にあるが、

「職場の不公平の解決に取り組む」や「労働組合が時代にあわせて変化する」などとともに、年齢層が高い

層ほど比率が高くなる傾向がみられる。これらの取り組みについては、男女ともに30歳以上では５割前後に

及んでいる。 

組合役員経験別にみると、経験なし層では「賃金など労働条件向上を実現させる」が最多だが、現在、本

部・支部の執行委員では「職場や社会にわかりやすく伝える」が７割近くと最も多く、また、「組合員とコミ

ュニケーションを充実」が５割を占め、他の層を大きく上回っている。 

第 6－6 表 労働組合が共感を得られる組織となるために強めるべき取り組み（複数選択）
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52.7 45.3 16.9 34.8 44.7 16.4 29.8 60.2 1.2 2.5 0.3 7755
② ③ ⑤ ④ ①

52.1 45.4 17.4 34.7 44.2 16.7 30.4 60.7 1.2 2.7 0.3 5561
② ③ ⑤ ④ ①

51.8 37.7 15.4 24.1 31.6 12.7 27.1 53.8 0.7 3.8 0.5 966
② ③ ④ ⑤ ①

51.2 44.2 17.4 33.6 40.8 16.1 27.1 59.9 1.2 2.8 0.3 2155
② ③ ⑤ ④ ①

53.1 49.6 18.3 39.8 52.2 18.7 34.7 64.1 1.4 2.0 0.2 2440
② ④ ⑤ ③ ①

54.6 45.1 15.1 35.2 46.3 15.8 28.4 59.5 1.1 1.8 0.3 2136
② ④ ⑤ ③ ①

55.2 41.1 12.8 28.0 37.0 13.1 27.6 52.3 0.9 1.9 0.2 533
① ③ ⑤ ④ ②

53.5 43.2 15.8 33.8 47.1 16.5 29.0 60.1 1.0 2.1 0.4 975
② ④ ⑤ ③ ①

55.7 51.6 16.1 43.5 52.9 16.9 28.0 64.6 1.3 1.4 0.2 628
② ④ ⑤ ③ ①

47.4 41.3 14.0 28.7 37.1 12.2 20.9 57.0 1.0 3.1 0.5 4244
② ③ ⑤ ④ ①

66.3 54.3 24.3 46.4 59.5 28.2 4499..22 65.3 1.5 1.3 0.1 1456
① ④ ③ ⑤ ②

55.4 48.7 18.2 40.1 49.3 18.3 36.7 63.1 1.4 1.9 ･･･ 1326
② ④ ⑤ ③ ①

50.6 45.0 16.3 37.2 51.4 14.2 30.1 63.5 1.0 2.9 ･･･ 718
③ ④ ⑤ ② ①

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

5 ※丸数字は比率の順位（第5位まで表示）

年
齢
別

年
齢
別

役
員
経
験

共同調査計

男性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

経験なし

現在、本部・支部
の執行委員

現在、職場委員、
支部委員など

過去に経験あり
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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第６－６図は、組合役員経験なし層について、労働組合に参加したくなると思う活動について「参加に応

じた見返りがある」のみを選択した人と「参加に応じた見返りがある」を選択しなかった層についてみたも

のである。 

これを見ると、「参加に応じた見返りがある」のみを選択した層では、「賃金など労働条件向上を実現させ

る」が71.4％と多数を占め、選択しなかった層を大きく上回る。一方、「参加に応じた見返りがある」を選択

しなかった層では、「職場や社会にわかりやすく伝える」が51.4％と最も多いことに加え、「職場の不公平の

解決に取り組む」「組合員とコミュニケーションを充実」などでも「参加に応じた見返りがある」のみを選択

した層を10ポイント以上上回る。以上から労働組合による賃金など労働条件の向上を“見返り”として捉える

組合員も一定割合を占めていることがうかがわれる。 

第 6－6 図 労働組合が共感を得られる組織となるために強めるべき取り組み（経験なし層、複数選択）
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